
第
一
節
支
院
の
開
創

身
延
山
久
遠
寺
は
日
蓮
聖
人
が
「
日
本
国
の
中
に
は
七
道
あ
り
。
七
道
の
内
東
海
道
十
五
簡
国
。
其
内
に
甲
州
飯
野
御
牧
三
筒
郷
之
内

ス

波
木
井
と
申
。
此
郷
之
内
、
戌
亥
の
方
に
入
て
二
十
余
里
の
深
山
あ
り
。
北
は
身
延
山
。
南
は
鵬
取
山
、
西
は
七
面
山
、
東
は
天
子
山

テ

リ
ツ

リ

也
。
板
を
四
枚
つ
い
立
た
る
が
如
し
。
此
外
を
回
り
て
四
の
河
あ
り
。
従
し
北
南
へ
富
士
河
、
自
レ
西
東
へ
早
河
、
此
は
後
也
。
前
に
西
よ

ノ
プ

タ

レ

リ
東
へ
波
木
井
河
中
に
一
の
滝
あ
り
。
身
延
河
と
名
け
た
り
。
中
天
竺
之
鷲
峰
山
を
此
処
に
移
せ
る
欺
。
将
又
漢
土
の
天
台
山
の
来
る
欺

①
（
木
）

と
覚
ゆ
。
此
四
山
四
河
之
中
に
、
手
の
広
さ
程
の
平
か
な
る
処
」
に
、
「
文
永
十
一
年
六
月
十
七
日
に
、
こ
の
山
の
な
か
に
、
き
を
う
ち

（
庵
室
）
②
（
柱
）
③
・

き
り
て
、
か
り
そ
め
に
あ
じ
ち
を
つ
く
」
ら
れ
た
時
を
以
て
開
創
と
す
る
。
そ
れ
は
「
十
二
の
は
し
ら
」
を
四
囲
に
も
つ
建
物
、
す
な
わ

④

ち
三
間
四
面
、
現
今
の
六
十
畳
敷
位
の
草
庵
で
あ
っ
た
。

以
下
、
立
正
大
学
宗
学
研
究
所
編
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
を
「
定
」
、
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
身
延
山
冊
三
世
遠
沽
院
日
亨
の
『
身
延
山
房

跡
録
井
日
本
国
参
詣
宿
房
定
』
を
『
坊
跡
録
Ｉ
』
、
萬
延
二
年
（
一
八
六
こ
よ
り
始
め
明
治
十
八
年
ｃ
八
八
五
）
に
稿
成
っ
た
覚
林
坊
冊
四
世
妙
俊
院

日
寿
の
『
身
延
山
坊
跡
録
』
を
『
坊
跡
録
Ⅱ
』
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
す
る
。
ま
た
支
院
に
は
房
・
坊
号
を
附
す
が
、
両
者
に
は
何
ら
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
の

日
寿
の
『
身
延
山
坊
跡
録
』
を

で
資
料
中
以
外
は
坊
を
用
う
る
。

身
延
山
支
院
の
成
立
と
展
開

林

是

亟
日
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と
す
る
が
、
『
坊

あ
っ
て
、
こ
の
記

下
之
坊
縁
起
は

．
『
坊

こ
の
草
庵
に
お
い
て
聖
人
は
仏
祖
へ
の
給
仕
、
法
華
経
の
読
調
、
著
述
等
に
励
ま
れ
、
門
徒
の
教
育
に
も
努
め
ら
れ
た
。
や
が
て
し
だ

い
に
聖
人
を
慕
い
、
登
山
し
て
修
業
す
る
門
徒
の
数
は
増
加
し
て
い
き
、
弘
安
元
年
（
一
二
七
八
）
に
は
「
人
は
な
き
時
は
四
十
人
、
あ

⑤
⑥

る
時
は
六
十
人
」
、
弘
安
二
年
（
一
二
七
九
）
に
は
「
今
年
一
百
よ
人
の
人
」
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
殉
は
ど
こ
に
居
住
し
た
の
だ
ろ
う
か
、
文
永
十
一
年
に
建
て
ら
れ
た
草
庵
は
前
記
し
た
よ
う
に
六
十
畳
敷
位
の
広
さ
し
か

な
く
、
と
て
も
六
十
人
、
一
百
ょ
人
の
人
が
生
活
で
き
る
規
模
で
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
そ
の
住
居
確
保
に
つ
い
て
二
つ
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
草
庵
の
拡
張
と
、
他
の
場
所
で
の
新
た
な
造
営
で
あ
る
。

最
初
の
草
庵
を
本
院
と
ゑ
た
場
合
、
新
た
な
造
営
は
支
院
の
発
祥
で
あ
る
。
今
も
身
延
山
内
に
連
綿
と
存
続
す
る
支
院
の
起
源
は
、
こ

の
こ
ろ
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
を
直
接
伝
え
る
資
料
は
な
い
。

『
坊
跡
録
Ｉ
』
は
醍
醐
谷
下
之
坊
の
項
で

ヲ

卜
ワ
ノ
ト
ノ
ヲ
ノ
ト
ノ
〈

二
ス
ニ
ノ

宗
祖
為
二
開
基
一
大
坊
云
二
上
房
一
此
房
為
二
下
房
一
造
立
願
主
相
亦
村
榎
畑
史
姥
法
号
日
仏
之
文
永
十
二
年
九
月
八
日
成
就
此
日
仏
授
与

弘
安
三
年
庚
辰
高
祖
五
十
九
に
な
ら
せ
給
う
。
正
月
五
日
相
股
村
史
正
左
衛
門
の
妻
薩
華
優
婆
該
児
を
懐
に
し
て
到
り
、
郷
に
難
産

の
救
を
謝
し
、
且
つ
、
夫
の
死
を
悲
し
ゑ
泣
く
、
高
祖
も
ま
た
性
ぬ
る
日
に
粟
の
飯
の
響
を
語
り
出
て
、
懐
旧
の
涙
を
し
ば
し
催
し

給
う
。
当
下
そ
の
妻
謂
て
い
は
く
、
こ
の
児
父
な
し
、
願
く
ぱ
師
に
投
ぜ
ん
、
妾
も
ま
た
尼
と
な
っ
て
菩
提
の
道
に
入
候
ら
は
ば
亡

一
一

本
尊
妙
了
寺
有
し
之
、

跡
録
Ｉ
』
は
正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
の
も
の
で
あ
り
、
文
永
十
二
年
（
一
二
七
五
）
と
は
四
百
数
十
年
も
の
開
き
が

こ
の
記
事
は
信
懸
性
に
問
題
が
あ
る
。

（69）



と
伝
え
て
い
る
。

ｚ
》
○

同
じ
頃
、
小
室
日
伝
は
日
蓮
聖
人
に
帰
伏
し
、
建
治
元
年
（
一
二
七
五
）
醍
醐
谷
に
志
摩
坊
を
造
営
し
て
、
聖
人
に
給
仕
し
た
と
伝
え

『
坊
跡
録
Ｉ
』
に
も

レ

ナ
リ
フ
ク
ニ

ノ

シ

ク
メ

駅
当
院
開
關
元
祖
大
菩
薩
御
弟
子
肥
前
公
恵
朝
阿
閣
梨
日
伝
上
人
。
由
来
委
尋
、
祖
師
御
入
山
已
後
国
中
諸
檀
越
成
二
礼
往
行
一
悉
令
ニ

ー
ー

ノ

ノ

テ
ニ

シ
テ
ト
ノ

ク

帰
伏
一
、
故
甲
斐
国
巨
摩
郡
小
室
庄
真
言
宗
頭
梁
肥
前
公
詣
二
当
峯
一
高
祖
有
二
対
向
一
、
為
二
音
物
一
灘
薬
強
飯
井
澁
酒
壱
樽
棒
之
。
元

チ

ニ
ト
モ
ト
ノ
ノ
ハ
テ
ヲ
ヒ
ル
ナ
リ
ヤ
レ
ル
カ

ヲ
ソ
子
ム
ナ

祖
仰
云
汝
志
者
奇
特
錐
し
有
し
之
其
所
持
物
者
各
以
二
毒
素
一
栫
送
、
哀
成
哉
我
宗
広
宣
流
布
僧
嫉
趣
也
ｏ
肥
前
公
答
云
曾
而
不
レ
成
二
左

ノ
ツ
キ

シ
メ
サ
ン
テ
ニ
ナ
リ
ニ
チ
テ
キ
ヤ
ク
ワ

ノ

様
思
一
無
二
物
躰
一
言
説
也
、
尊
命
難
し
有
拝
為
し
申
詣
二
当
山
一
土
産
。
仰
云
汝
証
拠
見
可
レ
遂
二
帰
依
一
乎
・
肥
前
公
答
云
其
疑
網
告
知
者

キ
ヤ
ク
ヲ

ノ

ク
フ
レ
サ
ト
号
チ
ト
リ
ノ
ヲ
上
カ
ブ
リ
テ
テ
ヲ
メ
テ

可
し
背
し
仰
乎
。
元
祖
云
然
者
日
此
抱
置
白
犬
被
レ
召
錐
二
汝
畜
類
一
有
し
生
此
食
物
用
我
可
レ
立
二
身
替
一
死
以
後
建
二
高
顕
一
令
二
廻
向
一
而

シ

ヲ

ノ
リ
ワ

ク
ニ
ス
ヨ
リ

テ
ヲ

ス
モ
タ
ス
ト
リ

可
レ
与
二
発
菩
提
心
一
云
々
。
彼
犬
蒙
レ
仰
毒
強
飯
井
毒
酒
悉
吹
喰
忽
死
。
夫
元
祖
経
文
御
唱
有
消
し
毒
肥
前
公
可
レ
食
予
又
食
仰
有
。
肥
前

ク

ト
モ

ノ
シ
リ

ノ

ヒ
ニ
シ
ワ

ワ
チ
ケ
ノ
ヲ
リ

公
無
二
是
非
一
難
し
食
し
之
何
無
し
障
毒
不
能
害
金
言
難
し
有
思
即
座
成
二
帰
伏
一
法
華
経
持
設
二
利
度
式
一
成
二
御
弟
子
一
、
醍
醐
谷
江
建
治
元

リ
ツ

ス
チ
ク

ヲ

壷
一

乙
亥
二
月
八
日
造
二
草
庵
一
元
祖
大
士
江
常
随
給
仕
実
。
即
授
二
当
家
祈
禰
之
大
事
井
消
毒
妙
符
之
秘
訣
一
此
妙
符
爾
来
至
レ
今
当
寺
伝
レ

ケ
ヲ
テ

リ

③

之
。
三
年
過
小
室
江
有
一
掃
寺
一
干
し
時
建
武
二
乙
亥
二
月
十
二
日
御
遷
化
也
。

夫
も
さ
こ
そ
喜
ぶ
ら
め
、
と
、
高
祖
即
時
に
許
し
給
い
そ
の
児
を
呼
ん
で
是
好
麿
と
し
、
母
を
呼
ん
で
妙
了
日
仏
と
な
す
。
日
仏
大

に
喜
び
つ
つ
日
日
至
っ
て
高
祖
及
び
従
弟
の
垢
づ
け
る
衣
を
脈
ぎ
、
破
れ
を
繕
ふ
を
浄
業
と
な
す
。
高
祖
こ
れ
を
憐
み
給
い
、
こ
れ

を
身
延
の
麓
に
居
ら
し
む
。
今
の
下
の
坊
そ
の
旧
肚
な
り
、
是
好
臓
は
成
縫
の
後
、
一
の
瀬
妙
了
寺
の
開
山
に
て
日
了
と
い
へ
る
是

⑦

な
り
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最
初
の
か
り
そ
め
の
草
庵
か
ら
、
弘
安
四
年
（
一
二
八
一
）
「
坊
は
十
間
四
面
に
、
ま
た
ひ
さ
し
さ
し
て
つ
く
り
あ
げ
…
…
中
略
…
…

十
一
月
つ
い
た
ち
の
日
、
せ
う
ぽ
う
（
小
坊
）
つ
く
り
、
馬
や
つ
く
る
。
八
日
は
大
坊
の
は
し
ら
（
柱
）
だ
て
、
九
日
十
日
ふ
き
（
葺
）

ン
裏
⑩

候
了
」
と
十
間
四
面
の
大
坊
が
新
た
に
建
立
さ
れ
、
二
十
四
日
に
落
慶
を
ゑ
た
。
こ
の
時
、
身
延
山
妙
法
華
院
久
遠
寺
と
名
付
け
ら
れ
た

⑪

ず
け
る
も
の
が
あ
る
。

塩
田
義
遜
氏
は
縁
起
と
は
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
小
室
日
伝
は
建
長
六
年
（
一
二
五
四
）
に
は
清
澄
山
に
遊
学
し

て
い
て
、
既
に
こ
の
当
時
日
蓮
聖
人
と
は
交
友
関
係
の
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
。
清
澄
に
業
な
り
て
小
室
に
帰
り
、
当
時
真
言
宗
た
り
し
仁
王

山
護
国
金
胎
寺
を
継
承
し
た
が
、
日
蓮
聖
人
身
延
入
山
後
縁
あ
っ
て
相
識
る
に
至
り
、
終
に
弟
子
と
な
り
金
胎
寺
の
宗
を
改
め
て
妙
法
寺

⑨

と
呼
ぶ
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
も
し
こ
の
見
解
が
正
し
い
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
の
志
摩
坊
開
創
の
有
無
に
つ
い
て
の
証
拠
と
は
な
り
得
ず
、
又
縁
起
は
も

と
も
と
信
懸
性
に
乏
し
い
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
実
際
に
両
坊
が
こ
の
頃
よ
り
造
営
さ
れ
た
か
否
か
は
、
他
の
有
力
な
資
料
の
発
見

を
ま
つ
ほ
か
は
な
い
。
し
か
し
下
之
坊
も
志
摩
坊
も
醍
醐
谷
に
あ
っ
て
、
初
期
の
支
院
の
建
立
さ
れ
る
場
所
と
し
て
は
、
地
理
的
に
ａ
な

《
生
国
肥
前
国
也
ノ
ノ
ノ
ー
ル

開
基
小
室
肥
前
公
恵
朝
中
老
日
伝
聖
人
（
識
転
懸
）
本
真
言
宗
山
伏
也
、
帰
伏
因
縁
犬
塔
婆
由
来
如
二
世
所
Ｐ
伝

と
あ
っ
て
、
下
之
坊
・
志
摩
坊
の
両
縁
起
と
も
『
坊
跡
録
Ｉ
』
の
著
わ
さ
れ
た
冊
三
世
日
亨
代
ま
で
に
は
既
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知

と
伝
え
ら
れ
る
。

ら
れ
る
。

身
延
入
山
以
来
年
々
健
康
を
害
さ
れ
た
聖
人
は
、
こ
の
年
よ
り
更
に
病
が
悪
化
せ
ら
れ
た
。

ヌ
ル
リ
プ
ル

去
文
永
十
一
年
六
月
十
七
日
こ
の
山
に
入
候
て
今
年
十
二
月
八
日
に
い
た
る
ま
で
、
此
の
山
出
事
一
歩
も
候
は
ず
。
た
だ
し
八
年
が
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シ

シ

間
や
せ
や
ま
い
と
申
、
と
し
（
齢
）
と
申
、
と
し
ど
し
に
身
ゆ
わ
く
、
心
を
ぼ
れ
（
篭
）
候
つ
る
ほ
ど
に
、
今
年
は
春
よ
り
こ
の
や

ま
い
を
こ
り
て
、
秋
す
ぎ
冬
に
い
た
る
ま
で
、
日
ゐ
に
を
と
ろ
へ
、
夜
な
に
ま
さ
り
候
つ
る
が
、
こ
の
十
余
日
は
す
で
に
食
も
ほ
と

⑫

を
ど
（
殆
）
と
ど
ま
り
て
候
上
、
ゆ
き
（
雪
）
は
か
さ
な
り
、
か
ん
（
寒
）
は
せ
め
候
。
身
の
ひ
ゆ
る
事
石
の
ご
と
し

し
た
が
っ
て
翌
弘
安
五
年
（
一
二
八
二
）
九
月
八
日
、
帰
省
と
療
養
の
為
、
身
延
山
を
出
立
さ
れ
た
が
、
同
十
九
日
、
波
木
井
実
長
に

シ

シ

い
け
が
象
（
池
上
）
ま
で
つ
き
て
候
。
み
ち
の
間
、
山
と
申
、
か
わ
（
河
）
と
申
、
そ
こ
ば
く
大
事
に
て
候
け
る
を
、
き
う
だ
ち

上
シ

（
公
達
）
に
す
（
守
）
護
せ
ら
れ
ま
い
ら
せ
候
て
、
難
も
な
く
こ
れ
ま
で
つ
き
て
候
事
、
を
そ
れ
入
候
な
が
ら
悦
存
候
。
さ
て
は
や

が
て
か
へ
り
ま
い
り
候
は
ん
ず
る
道
に
て
候
へ
ど
も
、
所
ら
う
（
労
）
の
象
（
身
）
に
て
候
へ
ぱ
、
不
ぢ
や
う
（
定
）
な
る
事
も
候

ス

は
ん
ず
ら
ん
ｏ
さ
り
な
が
ら
も
日
本
国
に
そ
こ
ば
く
も
て
あ
つ
か
う
て
候
承
を
、
九
年
ま
で
御
き
え
候
ぬ
る
御
心
ざ
し
申
ば
か
り
な

⑬

一

一

く
候
へ
ば
、
い
づ
く
に
て
死
候
と
も
、
は
か
（
墓
）
を
ぱ
み
の
ぶ
さ
わ
（
沢
）
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
・

と
申
し
送
ら
れ
、
十
月
八
日
本
弟
子
六
人
’
六
老
僧
を
定
め
ら
れ
、
久
遠
寺
輪
番
等
の
遺
言
を
な
さ
れ
て
十
三
日
御
入
滅
に
な
ら
れ
た
。

⑭

十
四
日
葬
送
茶
毘
式
、
御
遺
骨
は
十
九
日
池
上
出
発
、
二
十
六
日
身
延
山
に
納
骨
さ
れ
た
。
翌
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
正
月
、
百
日
忌

⑮

が
営
ま
れ
、
御
遺
言
に
基
き
久
遠
寺
輪
番
が
定
め
ら
れ
た
。

⑯

第
一
周
忌
ま
で
の
輪
番
は
お
お
む
ね
順
調
に
勤
め
ら
れ
た
が
、
支
院
の
縁
起
は
、
こ
の
時
六
老
僧
は
各
々
山
内
に
草
庵
を
構
え
給
仕
を

し
た
と
伝
え
る
。

支
南竹

院
名

之
坊

之
坊

日 日

開

基
朗昭

西鴬

場
所

谷
？

谷

（72）



林
蔵
坊
日
興
醍
醐
谷

樋
沢
坊
日
向
西
谷

山
本
坊
日
頂
中
谷

窪
之
坊
日
持
眺
醐
谷

又
、
端
場
坊
縁
起
は
「
四
条
金
吾
頼
基
は
、
日
蓮
聖
人
池
上
に
入
滅
さ
れ
る
や
、
御
真
骨
に
侍
し
て
身
延
に
到
り
、
爾
後
山
中
に
庵
を

⑰

結
び
、
終
世
を
御
廟
に
服
喪
奉
仕
し
た
。
端
場
坊
は
そ
の
草
庵
の
跡
で
あ
る
」
と
伝
え
る
。
当
時
四
条
金
吾
は
、
波
木
井
実
長
の
所
領
す

る
南
部
と
は
、
富
士
川
を
は
さ
ん
で
対
岸
の
内
船
を
知
行
し
て
い
た
。

⑬

七
十
九
世
日
慈
代
に
、
端
場
坊
よ
り
本
院
へ
寄
附
さ
れ
た
本
尊
に
、
本
院
四
世
日
善
の
本
尊
が
あ
る
。
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
二
月

七
日
に
日
祥
法
師
に
授
与
さ
れ
た
も
の
で
、
日
祥
法
師
が
端
場
坊
歴
代
の
日
祥
で
あ
る
か
否
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
「
坊
跡
録
Ｉ
」
の

端
場
坊
の
項
に
は
「
第
四
世
日
善
師
本
尊
有
之
裁
鍵
鯖
子
年
）
端
場
坊
六
世
愚
密
」
と
あ
っ
て
、
か
な
り
以
前
か
ら
端
場
坊
に
所
蔵

さ
れ
て
い
た
本
尊
で
あ
り
、
ま
た
「
明
徳
五
年
（
一
三
九
四
）
甲
成
五
月
二
十
一
日
毎
日
立
願
御
本
尊
也
端
場
坊
日
純
授
与
之
」
と
記
さ

れ
た
本
院
七
世
日
叡
の
本
尊
も
本
院
に
所
蔵
さ
れ
、
日
純
は
日
祥
の
次
の
端
場
坊
の
歴
代
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
考
え
て
、
日
祥
法
師
を
端

場
坊
六
世
の
日
祥
と
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
と
す
る
と
端
場
坊
は
少
く
と
も
建
武
三
年
に
は
造
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
日
祥
は

⑲

そ
れ
か
ら
州
三
年
後
の
応
安
二
年
（
一
三
六
九
）
に
寂
し
て
い
る
。

そ
の
他
こ
の
時
期
に
開
創
さ
れ
た
と
伝
え
る
支
院
は
、

支
院
名
開
基
場
所

清
水
坊
日
像
西
谷
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で
に
開
創
さ
れ
た
支
院
は
、

北
之
坊
波
木
井
実
長
鴬
谷
？

鏡
円
坊
波
木
井
実
長
の
屋
敷
跡
梅
平

本
行
坊
比
企
大
学
三
郎
西
谷

以
下
『
坊
跡
録
Ｉ
』
に
よ
っ
て
知
り
う
る
限
り
支
院
の
開
創
時
期
を
整
理
し
て
ゑ
る
と
、

久
遠
寺
輪
番
制
は
や
が
て
廃
止
の
や
む
な
き
に
至
り
、
日
興
は
波
木
井
実
長
と
の
確
執
か
ら
身
延
を
去
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
久
遠
寺

は
、
日
蓮
聖
人
を
開
山
・
初
祖
と
仰
ぎ
、
日
向
が
二
世
と
な
っ
て
住
持
制
を
確
立
し
た
。
以
後
次
第
に
諸
国
よ
り
の
参
詣
人
も
多
く
な
っ

て
い
き
、
堂
地
の
狭
随
さ
、
拡
張
の
必
要
性
を
強
く
感
ぜ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
、
十
一
世
日
朝
は
狭
い
西
谷
の
地
か
ら
現
今
の
地
に
、
本
院

の
移
転
拡
張
事
業
を
成
し
遂
げ
、
身
延
中
興
の
祖
と
な
っ
た
。
こ
の
間
に
開
創
さ
れ
た
支
院
は
、

支
院
名
開
基
場
所
註

⑳

松
井
坊
日
長
中
谷
日
長
は
波
木
井
家
第
三
代

大
善
坊
日
辺
東
谷
長
禄
二
年
（
一
四
五
八
）
十
二
月
十
二
日
造
立

南
延
坊
日
尭
鴬
谷
？
此
寺
往
古
ハ
方
丈
下
蔵
二
有
之
朝
師
／
代
引
二
今
ノ
地
一

花
之
坊
日
応
南
谷
開
基
長
禄
三
年
（
一
四
五
九
）
寂

東
之
坊
日
源
〃
延
暦
寺
罰
，
…
問
答
可
有
之
云
々
…
日
善
…
身
延
東
之
坊
日
静
シ
出
シ
玉
シ

⑳

慶
林
坊
日
慶
中
谷
開
基
は
十
世
日
延
の
弟
子⑳

⑳

日
朝
は
文
明
十
年
（
一
四
七
八
）
、
東
谷
へ
行
学
院
（
覚
林
坊
）
を
建
立
し
、
明
応
八
年
そ
こ
へ
隠
棲
し
た
。
以
後
冊
一
世
日
脱
代
ま
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支
院
名
開
基
場
所
註

隈
之
坊
日
意
醍
醐
谷
開
基
は
本
院
十
二
世

円
教
坊
〃
西
谷
〃

積
善
坊
日
伝
東
谷
開
基
は
本
院
十
三
世

麓
坊
〃
西
谷
〃

法
雲
坊
日
鏡
〃
開
基
は
本
院
十
四
世

定
林
坊
日
叙
〃
開
基
は
本
院
十
五
世

延
寿
坊
穴
山
梅
雪
塩
沢
日
叙
代

南
向
坊
日
新
西
谷
開
基
は
本
院
十
七
世

松
林
坊
日
在
〃
『
坊
跡
録
Ⅱ
』
に
「
棟
札
賢
師
文
禄
二
癸
巳
九
月
」
と
あ
る

覚
樹
坊
日
莚
東
谷
開
基
は
本
院
廿
九
世

一
円
庵
日
脱
西
谷

日
脱
は
「
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
極
月
祈
祷
堂
・
番
寮
・
廊
下
を
建
立
し
、
天
下
安
全
妙
法
弘
布
の
為
め
、
三
十
六
人
の
僧
侶
を
置

⑳

き
、
昼
夜
不
断
に
妙
典
を
読
諭
」
さ
せ
た
。
こ
の
祈
祷
堂
三
十
六
坊
は

支
院
名
場
所
支
院
名
場
所

瑞
光
坊
上
ノ
山
芳
春
坊
西
谷

芳
心
坊
〃
信
了
坊
〃

（75）



慶
雲
坊
上
ノ
ー

長
安
坊
〃

妙
応
坊
〃

：
法
繭
坊
〃

清
玉
坊
〃

忍
脱
坊
〃

貞
俊
坊
〃

零
光
坊
〃

円
‐
光
坊
〃

春
窓
坊
東
谷

清
閑
坊
〃

顕
成
坊
〃

宗
幸
坊
西
谷

真
善
坊
〃

松
玄
坊
〃

仁
浄
坊
〃

三
十
三
世
日
亨
代
ま
で
に
開
創
さ
れ
た
支
院
は

見実仙宗中長宗清長高浄観常妙渋本

塔道台賢山寿林耀松雲蓮松栄善谷学

坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊

棚稲中〃 〃 〃 〃 〃 田醍〃 〃南〃 〃西

醐

沢荷谷 代谷 f 谷 谷
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支
院
名
開
基

心
達
坊
円
信
院
同
行

智
寂
坊
三
十
二
世
日
省

学
立
坊
学
立
院
日
詮

こ
の
他
に
年
代
未
祥
日
亨
代
ま
で
に
開
創
さ
れ
た
支
院
は

Ⅱ
支
院
名
基
開

武
井
坊
日
勢

真
浄
坊
日
誉

成
道
坊
日
成

南
林
坊
十
行
坊
日
願

杉
之
坊
日
快

大
林
坊
日
源

大
乗
坊
実
修
院
日
定

了
雲
坊
了
雲
坊
日
祐

秀
悦
坊
日
桜

林
行
坊

大
円
坊
大
円
坊
日
性

〃 〃東場塩〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃東場

谷所沢

〃

谷所

開
創
年
代

元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
六
月
廿
八
日

宝
永
元
年
（
一
七
○
四
）

正
徳
二
年
（
一
七
一
二
）
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円本円文円山慶教玉蓮忠遮岸光浄証顕
●

正応台殊柳之成泉蔵成光秀之玄立明立

坊坊坊坊坊坊坊・坊坊坊坊坊坊坊坊坊坊

円
正
院
日
精

東 ： 忠
日光日 日 日日 日 日光

院． 房

日 日

用道城徳運養謹在生

本
応
院
日
恵

浄
隆
房
日
松

日

教

日
貞

妙
音
院
日
授

〃西中〃遼〃 〃 〃 〃 〃 〃南 ″″醐
鵬
谷

〃

谷谷 鴫 谷
⑳

（78）



玉
泉
坊

円
理
坊

佐
倉
坊

戒
善
坊

大
運
坊

大
心
坊

浄
心
坊

韮
信
坊

実
教
坊

円
応
坊

常
住
坊

西
之
坊

通
感
坊

実
円
坊

大
蓮
坊

正
運
庵

一
行
坊

蓮玄
古性
院院

日 日

乗栄

尊
雅
日
延

日

在

日

透

浄
印
日
隆

大
蓮
房
日
守

日
隆

日

濃

日
訓

三
宝
院
日
清

円
理
院
日
通
⑳

日

性

日

菱

日

義

日

仁

〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
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浄
安

了
閑

以
上
百
十
六
ヶ
坊

こ
の
他
『
坊
跡
録
Ⅱ
』
に
拠
っ
て
開
創
さ
れ
た
支
院
を
補
う
と

支
院
名
開
基

寂
照
坊
二
十
一
世
日
乾

観
道
坊
二
十
九
世
日
莚

大
光
坊
〃

法
久
庵
無
安
日
養

法
明
坊
正
山

妙
福
坊
三
十
三
世
日
亨

常
唱
堂
〃

顕
盛
坊
顕
了
院
日
盛

樹
下
庵
四
十
二
世
日
辰

上
妙
坊
五
十
三
世
日
奏

大
縁
坊
了
達

松
寿
庵
松
寿
院

坊坊

隆
安
（
浄
か
？
）

棚
之
沢

″

場
所

西
谷

上
ノ
山

″″″

西
谷

三
門

上
ノ
山

東
谷

西
谷

波
木
井

中
谷

二
十
九
世
日
莚
代

三
十
一
世
日
脱
代

五
十
五
世
日
暹
代

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）

開

創

年
代
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妙
法
堂

知
恩
坊

寂
光
坊

開
創
年
代
未
詳
の
支
院
は

亥
院
名

了
慶
庵

了
円
坊

逢
泉
坊

仁
宗
庵

能
生
坊

普
賢
坊

煮
管
坊

恵
善
坊

仙
応
坊

凉
池
坊

常
経
坊

至
言
坊

聞繋
法珠

恵院院学誠
善妙妙善明
院染順院院

日日

日喜養日日
信信

信尼尼量宣

五
十
八
世
日
環

観
応
院
日
運

寂
光
院
法
入
日
清
信
士

智
門
院
日
行

智
円
院
日
定

逢了宝仙
静円聚寿開
院院院院
日妙了

日清慶慶
大日日基

泉徳祥宗

〃 〃 〃 〃西〃 〃南醍東塩東場
醐

谷 谷谷谷沢谷所

西〃東

谷谷

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

嘉
永
三
年
（
一
八
五
○
）
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『
坊
跡
録
Ⅱ
』
は
、
寂
照
坊
・
観
道
坊
・
大
光
坊
・
法
久
庵
・
法
明
坊
は
正
徳
二
年
ま
で
に
開
創
と
す
る
が
『
坊
跡
録
Ｉ
』
は
載
せ
な

い
。
両
者
の
著
わ
さ
れ
た
年
代
か
ら
ゑ
て
、
こ
の
点
で
は
『
坊
跡
録
Ｉ
』
の
方
が
信
懇
性
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
支
院
は
ま
だ
開
創
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

①
「
秋
元
御
書
」
定
一
七
三
九
頁

②
「
庵
室
修
復
書
」
定
一
四
一
○
頁

③
同
一
四
一
一
頁

④
宮
崎
英
修
「
日
蓮
聖
人
晩
年
の
健
康
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
大
崎
学
報
』
一
○
三
号
）

⑤
「
兵
衛
志
殿
御
返
事
」
定
一
六
○
六
頁

註

吉
祥

福
聚

妙
石

松
樹

感
井

中
之

本
種

十
如

本
妙

合
計
百
五
十
三
ヶ
坊

『
坊
跡
録
Ⅱ
』
は
、

坊坊坊坊坊庵坊坊坊

本
躰種
具院

道院殿
樹浄妙
院珠信

日 日

日光観
法大

証師比
丘

尼

学
禅
院
日
逢

上西西追松田 〃四

ノ ノ

山谷谷分木代 谷

〃
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⑳
『
身
延
山
史
』
一
六
一
頁

⑳
『
坊
跡
録
Ⅱ
』
に
は
「
宝
徳
二
年
（
一
四
五
○
）
六
月
十
五
日
開
開
」
と
あ
る
。

⑳
同
「
山
本
坊
十
六
世
隠
居
」
と
あ
る
。

第
二
節
身
延
山
八
谷

以
上
の
よ
う
に
山
内
支
院
の
開
創
総
数
は
百
五
十
三
ヶ
坊
を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
支
院
は
、
甲
斐
国
志
に
「
堂
塔
僧
坊
ノ
碁
置
セ
ル
所

①

七
谷
ア
リ
鴬
谷
・
西
谷
・
東
谷
・
醍
醐
谷
・
蓮
華
谷
・
金
剛
谷
・
中
谷
卜
名
ツ
ク
身
延
鏡
加
一
南
谷
一
為
二
谷
八
こ
と
述
べ
る
よ
う
に
、
古

来
よ
り
蕊
谷
・
西
谷
・
東
谷
・
醍
醐
谷
・
蓮
華
谷
・
金
剛
谷
・
中
谷
・
南
谷
の
八
谷
に
建
て
置
か
れ
た
と
表
現
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

⑲⑬⑰⑯⑮⑭⑬⑫⑪⑩⑨③⑦⑥

⑲

⑳
室
住
一
妙
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
九
○
頁

⑳
同
一
三
三
頁

『
坊
跡
録
ｌ
』

⑳
『
身
延
山
史
』

、
同
六
一
頁

「
曾
谷
殿
御
返
邪
」

石
川
是
行
「
日
蓮
聖

熱
鰯
諸
事
留
記

「
西
山
村
の
発
祥
」

「
地
引
御
書
」
定

斉
藤
一
暁
『
身
延
山

「
上
野
殿
母
尼
御
前

「
波
木
井
殿
御
報
」

『
日
蓮
教
団
全
史
上

同
五
二
頁

同
六
五
頁

松
木
本
興
『
端
場
坊

『
身
延
文
庫
目
録
』

端
場
坊 」
縁
起
』

目
録
』

定
一
六
六
四

聖
人
一
代
図
会
」

記
』
安
政
二
年

」
（
『
西
山
総
合

一
八
九
四
頁

山
と
日
蓮
聖
人
』

前
御
返
事
」
定

」
定
一
九
二
四

上
』
五
一
頁

四

四
九
頁

頁
」
（
『
実
友
と
妙
了
尼
』

志
摩
坊
蔵

合
調
査
報
告
鱒
』
）

一
八
九
六
－
七
頁

頁

所
収
）

（83）



れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

蓮
華
谷
は
地
理
的
に
南
谷
と
区
別
が
つ
か
な
い
。

金
剛
谷
は
、
今
村
是
竜
氏
作
成
の
地
図
に
よ
る
と

（
一
六
八
六
）

三
門
の
南
と
し
て
あ
る
が
、
貞
享
三
年
の
「
身
延
諸

②

堂
軒
数
覚
」
に
ば
「
塩
沢
金
剛
谷
卜
云
六
坊
」
と
あ

り
、
身
延
鑑
に
は
「
裏
門
を
出
れ
ば
金
剛
谷
、
東
谷

③
・

の
内
な
り
」
と
あ
る
に
拠
っ
て
、
塩
沢
が
金
剛
谷
で

あ
る
。

以
上
簡
単
に
図
示
す
る
と
下
図
の
通
り

各
場
所
に
建
て
置
か
れ
た
支
院
数
は
左
記
の
通
り

「
坊
跡
録
Ｉ
」
「
坊
跡
録
Ⅱ
」
と
も
鴬
谷
・
蓮
華
谷
・
金
剛
谷
の
名
は
戦
せ
な
い
。

鴬
谷
は
本
院
の
す
ぐ
南
、
現
在
菩
提
梯
の
あ
る
あ
た
り
一
帯
を
言
い
、
「
坊
跡
録
Ｉ
」
の
、
こ
こ
に
建
て
置
か
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ

卜
リ
ノ
ニ

キ
二
二
キ
ス

ノ
ニ

ノ
ハ

ノ
ニ

る
南
之
坊
の
項
に
、
「
本
在
二
方
丈
下
南
一
、
焼
失
已
後
近
二
方
丈
一
故
引
二
移
西
谷
荘
厳
坊
地
こ
・
北
之
坊
の
項
に
「
此
寺
初
在
二
方
丈
下
一

ノ
ノ
ス
二

為
二
火
用
心
一
移
二
西
谷
一
」
と
あ
る
如
く
、
日
朝
が
現
今
の
地
に
本
院
を
移
転
し
て
以
降
、
本
院
の
安
全
を
計
る
意
味
で
、
こ
こ
に
建
て
置

か
れ
て
い
た
支
院
を
他
に
移
転
さ
せ
て
い
き
、
更
に
三
十
世
日
通
代
の
菩
提
梯
の
建
設
も
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
、
「
坊
跡
録
Ｉ
」
の

著
わ
さ
れ
た
日
亨
代
に
は
、
既
に
一
坊
も
建
て
置
か

灘
〆
”

、

蕊

束
往
中
谷

零
国

エ
／
“

腿
西
谷綱采

唖

逸
令

砿
ノ
不

田
べ

竣
表
汗

愛竪軒

（8準）



第
三
節
本
院
と
支
院

身
延
山
支
院
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
日
蓮
聖
人
に
直
接
給
仕
し
、
な
い
し
は
そ
の
廟
所
を
守
る
段
階
で
成
立
し
て
き
た
と
伝
え
ら
れ
る

が
、
や
が
て
本
院
の
発
展
に
つ
れ
て
、
支
院
の
住
僧
は
本
院
の
恒
例
・
臨
時
の
行
事
等
に
関
与
し
、
奉
仕
す
る
よ
う
に
な
り
、
文
字
通
り

本
院
を
支
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
だ
．
十
一
世
日
朝
制
定
の
身
延
山
年
中
行
事
に
承
ら
れ
皐
墓
・
月
墓
簿
そ
の
実
証
で
あ
る
．

①
『
甲
斐
国
志
』
下
巻

②
端
場
坊
蔵

③
『
身
延
鑑
』
二
九
頁

註

場
所

東
谷

塩
沢
（
金
剛
谷
）

醍
醐
谷

中
谷

西
谷

三
門

棚
沢

鴬
谷

波
木
井

三

頁

支
6 9 7 25院

数
1 3 3 1

？
●

52

場
所

南
谷

稲
荷

逢
嶋

上
ノ
山

田
代

松
ノ
木

追
分

梅
平

支
院
数

５１181 1 1 7 2 1

（85）



近
世
に
な
る
と
、
そ
の
集
権
的
封
建
体
制
の
中
で
、
本
支
は
完
全
に
一
体
化
し
て
い
く
。
例
え
ば
二
十
八
世
日
食
は
、
池
上
の
日
豊
等

②

と
共
に
寛
文
元
年
（
一
六
六
一
）
以
来
し
き
り
に
不
受
不
施
派
を
連
訴
し
、
教
団
内
に
お
け
る
受
派
の
主
導
権
確
立
を
計
っ
た
が
、
こ
の

時
期
に
支
院
か
ら
盛
ん
に
起
請
文
が
出
さ
れ
て
い
る
。

起
請
文
は
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
か
ら
同
八
年
（
一
六
六
八
）
に
か
け
て
出
さ
れ
て
お
り
、
不
受
不
施
問
題
に
関
連
し
て
、
本
支
一
体

を
確
認
し
、
こ
の
問
題
に
全
山
一
致
し
て
取
り
組
も
う
と
す
る
意
図
か
ら
で
あ
ろ
う
。

ま
た
こ
の
頃
に
な
る
と
、
支
院
は
本
院
に
対
し
て
確
実
に
義
務
を
負
う
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

定
西
谷
円
正
房

瑞
光
院
日
貞
代
当
房
永
代
修
営
料
金
子
五
拾
両
収
之
潟
依
此
薫
功
此
一
代
房
役
免
許
之
井
此
次
一
代
住
職
可
任
瑞
光
院
意
者
也
所
定

如
件

一
対
本
院
貫
首
不
義
仕
間
欺
候
縦
雌
為
満
山
一
同
於
我
等
者
敵
対
仕
事
御
座
有
間
敷
事
。

右
之
趣
於
相
背
者
可
蒙
法
花
経
中
一
切
之
三
宝
別
而
元
祖
日
遮
大
士
御
罰
者
也

干
時

正
徳
三
癸
巳
年
三
月
十
三
日

起
請
文
之
事

日
莫
尊
師
様
③

身
延
山
三
十
三
世

寛
文
第
五
乙
巳
年

五
月
吉
日

武
井
坊日

述
（
花
押
）
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第
四
節
支
院
の
廃
合
併

①

開
創
さ
れ
た
百
五
十
三
ヶ
坊
は
、
万
延
時
代
に
は
建
て
置
き
の
支
院
数
九
十
三
ヶ
坊
と
な
り
。
更
に
廃
仏
殿
釈
や
火
災
等
は
、
多
く
の

支
院
に
廃
合
併
を
余
儀
無
く
さ
せ
て
い
っ
た
。

廃
合
併
の
支
院
建
て
置
き
の
支
院
年
代
註

浄
栄
坊
玉
蔵
坊
三
十
二
世
日
省
代
常
栄
坊
と
改
名

春
窓
坊
十
行
坊
↓
南
林
坊
宝
永
二
年
（
一
七
○
五
）
以
後
焼
失
故
。
後
に
改
名

養
泉
坊
↓
秀
悦
坊
宝
永
元
年
焼
失
、
同
二
年
再
建
再
建
し
て
改
名

顕
成
坊
積
善
坊
宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）

実
道
坊
敬
神
坊
宝
永
年
中
地
震
破
損
故

浄
蓮
坊
忠
光
坊
正
徳
元
年
（
一
七
三
）

遠
沽
院
日
亨
（
花
押
）
①

坊
役
と
は
具
体
的
に
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
日
亨
の
『
坊
跡
録
Ｉ
』
に
載
る
年
行
事
や
月
行
事
と
共
に
、
本
院
に
対
す
る
義
務
を
さ
し

て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
「
定
」
か
ら
、
本
院
の
貫
主
が
支
院
住
職
の
選
任
権
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

①
室
住
一
妙
『
行
学
院
日
朝
上
人
』
六
九
頁

②
高
木
豊
「
寛
文
法
雛
前
後
」
（
『
日
並
宗
不
受
不
施
派
の
研
究
』
）
参
照

③
身
延
文
庫
蔵

④
志
摩
坊
蔵

註

（87）



③

申
し
付
け
た
。

観
松
坊
蓮
成
坊
″
焼
失
故宝永八

年
南
之
坊
焼
失
後
方
丈
近
き
故
、
荘

荘
厳
坊
南
之
坊
〃

厳
坊
へ
引
移
し
、
合
併
し
て
南
之
坊
と
す
る
。

忍
脱
坊
成
道
坊
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
忍
脱
坊
成
道
庵
と
改
名

柵
胱
錨
坐
坏
誼
な
処
故
学
立
坊
を
合
併
し
て

学
立
坊
瑞
光
坊
〃

本
住
坊
智
寂
坊
三
十
四
世
日
裕
代
檀
那
な
く
損
滅
せ
る
本
住
坊
の
地
へ
新
建
立

光
玄
坊
廃
寺
、
こ
の
地
へ
了
雲
坊
再
興
し
て

蓮
明
坊
↓
光
玄
坊
了
雲
坊
↓
高
雲
坊
〃

高
雲
坊
と
改
名

（
一
八
二
八
）

一
円
庵
文
政
十
一
年
六
月
三
十
日
流
出
故
諸
尊
位
牌
等
松
寿
庵
へ
移
す

浄
心
坊
↓
感
応
坊
文
政
頃
破
壊
故
再
建
し
て
改
名

清
閑
坊
焼
失
故
仙
応
坊
を
合
併
し
て
清
閑
坊

仙
応
坊
清
閑
坊
天
保
年
中
、
と
す
る

両
坊
大
破
故
合
併
し
て
、
秀
悦
坊
高
雲
庵
と

秀
悦
坊
高
雲
坊
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

改
名

（
一
八
五
四
）

松
寿
庵
嘉
永
七
年
十
一
月
四
日
地
震
皆
潰
故
諸
尊
本
尊
等
本
院
へ
納
置

（
一
八
六
○
）

浄
隆
坊
蓮
盛
坊
万
延
元
年
十
二
月

隣
底
が
壱
極
一
一
月
十
四
日

至
言
坊
大
林
坊
焼
失
故

（
一
八
七
一
）

顕
盛
坊
円
台
坊
明
治
四
年
七
月
十
二
日
②

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
十
三
日
、
山
梨
県
は

妙
法
堂
・
了
慶
庵
》
煮
管
坊
・
渋
谷
坊
・
大
縁
坊
・
信
行
坊
・
常
経
坊
・
本
学
坊
・
凉
地
坊
・
正
運
坊
・
常
唱
堂
・
清
閑
坊
に
廃
寺
を
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④

明
治
七
年
十
一
月
廿
六
日
、
一
山
会
議
は
以
下
の
支
院
の
廃
合
併
を
決
定
し
た
。

感
応

円
応

秀
悦

下
之

了
雲

隅
之

普
賢

円
柳

南
林
坊
↓
福
泉
坊

杉
之
坊

善
綱
坊

真
浄
坊

妙
音
坊

南
延
坊

林
行
坊

廃
合
併
の
支
院

坊坊坊坊坊坊坊坊

延
寿
坊

大
林
坊

覚
林
坊

志
摩
坊

窪
之
坊

岸
之
坊

林
蔵
坊

花
之
坊

山
之
坊

建
て
置
き
の
支
院

武
井
坊

″

端
場
坊

智
寂
坊

蓮
盛
坊

逢
泉
坊

廃
合
併
の
支
院

円
正
坊

玉
泉
坊

芳
春
坊

南
向
坊

松
林
・
坊

一
行
坊

戒
善
坊

慶
林
坊

佐
倉
坊

蓮
信
坊

本
種
坊

大
蓮
坊

常
住
坊

法
久
庵

建
て
置
き
の
支
院

法
雲
坊

″″

北
之
坊

″″

⑤

円
教
坊

″本〃本西戯〃

行之

院 坊坊坊

（89）



廃
合
併
の
支
院
建
て
置
き
の
支
院
年
代

隆
源
坊
↓
覚
樹
坊
↓
善
綱
坊
武
井
坊
明
治
七
年
十
二
月
十
五
日

知
恩
坊
〃

仁
宗
庵
明
治
八
年
一
月
十
日

⑦

明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
三
日
、
山
梨
県
は
、
以
下
の
支
院
の
廃
合
併
を
指
令
し
た
。

廃
合
併
の
支
院
建
て
置
き
の
支
院
廃
合
併
の
支
院

西
之
坊
本
行
坊
樋
沢
坊

そ
の
他

文
殊
坊

常
栄
坊

妙
仙
坊

寂
光
坊

仙
台
坊

通
閑
坊

上
妙
坊

了
源
坊

実
教
法
↓
光
精
坊

清緬南定．円松山東積I

水沢之林台井本之善

坊坊坊坊坊坊坊坊坊

十十法完感松妙円

道井樹福光妙如明

坊坊庵坊庵坊坊坊

建
て
置
き
の
支
院

法
雲
坊

〃 〃‘ 〃 〃． 〃 〃 〃｡、 が

身
延
小
学
校
と
す
る

明
治
八
年
一
月
十
日
類
焼
失

類
焼
失
後
再
建
な
し

⑥

註

（”）



⑥

大
運
坊
・
大
心
坊
・
長
安
坊
減
年
代
未
詳
松
林
坊
へ
合
併
。
大
円
坊
・
証
明
坊
・
蓮
秀
坊
・
忠
光
坊
・
教
泉
坊
・
慶
成
坊
・
真
善
坊
・

宗
幸
坊
・
吉
祥
坊
・
福
聚
坊
・
浄
安
坊
・
了
閑
坊
・
長
松
坊
・
長
寿
坊
・
清
耀
坊
・
中
山
坊
・
宗
林
坊
・
宗
賢
坊
・
見
塔
坊
・
仁
浄
坊
今

中
之
坊
・
寂
照
坊
・
実
円
坊
・
本
妙
坊
・
法
薗
坊
・
芳
心
坊
・
清
玉
坊
・
慶
雲
坊
・
貞
俊
坊
・
妙
応
坊
・
春
光
坊
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

以
上
、
焼
失
左

十
二
ヶ
坊
で
あ
る
。

焼
失
・
無

る
。

こ
の
他

③②①註④
同
二

⑤
『
坊
跡

⑥
同
参
照

脚
二

⑦
『
身
延
山
史
』
三
○
一
頁

③
『
坊
跡
録
Ⅱ
』
参
照

『
身
延
山
史
』
二
六
八
頁

九
六
’
八
頁

『
坊
跡
録
Ⅱ
』
参
照

『
身
延
山
史
』
二
九
○
頁

『
坊
跡
録
Ⅱ
』
参
照

円
教
坊
林
蔵
坊

檀
・
無
住
・
山
梨
県
か
ら
の
指
令
等
に
よ
り
、
百
二
十
一
ヶ
坊
が
廃
合
併
せ
ら
れ
て
、
明
治
十
年
現
在
支
院
数
は
三

東
之
坊
山
之
坊
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